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 情報ひろば

行 方 市 の 人 口

総　数　37,156 人（-80）

男　　18,471 人（-27）

女　　18,685 人（-53）

世帯数　12,712 世帯（-19）

平成 27 年 3 月１日現在

※外国人住民を含む
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茨城県神栖市大野原4-7-11

弁護士　瀧    　智英（茨城県弁護士会所属）
弁護士　谷本　雅晃（茨城県弁護士会所属）

問合せ  ０２９９-９１-１１７１
神栖ひまわり基金法律事務所

秘密厳守・夜間対応可

借 金 の 整 理

鹿島セントラルビル新館５階

不 動 産 ・ 建 築

金 銭 問 題破 産 過 払 金

離 婚 ・ 相 続

各種民事・家事事件

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。
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　今年で５回目となる「行方市公民館まつり」が、２月 28 日（土）・３月１日（日）の

２日間にわたり、北浦公民館及び市文化会館を会場に開催されました。

　公民館では、利用団体の作品展・体験教室や模擬店が並び、文化会館では舞踊・各種

ダンスやコーラス等の様々な発表が披露され会場を沸かせました。

第５回行方市公民館まつりが盛大に開催されました！

作品展示会 模擬店の様子

北浦中学校吹奏楽部の発表 文化会館フィナーレ
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　ー　女性が活躍できる職場づくりー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　常陽銀行

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

↑ 相談￥０　着手金￥０　成功報酬制！
過　 払　 い　 金　 回　 収

借金整理・交通事故・遺言・相続

弁護士法人　リーガルプラス

124 号イオンそば

茨城県弁護士会所属

代表弁護士  谷  靖介
☎０２９９－８５－３３５０(平日 10:00 ～ 18:00)

検 索

本市のまちづくりに協力していただいてい
る方・団体等に、話題を提供いただき、様々
な『男女共同参画』について、コラムを連
載いたします。市民の皆様の声もお寄せく
ださい。ご意見をお待ちしております。

男 女 共同参画って何！？

　先月のコラムのなかで、常陽銀行は女性活躍支援に積極的に取り組んでおり、その一環として、女

性従業員の定着率を上げることに注力していると申し上げましたが、当行では女性の定着率向上に加

えて、女性が担う役割の多様化を進めています。かつては銀行における女性の仕事といえば、窓口

業務などの事務作業が中心でしたが、今はそうした仕事に加えて、お客様のところに訪問して、また

は店頭で資産運用や融資のご相談を受け、お客様のニーズに合ったご提案を行うことも主要な業務

のひとつとなっています。

　また、当行では女性管理職の登用も積極的に行っています。女性の管理職を積極的に登用してい

くことが、社会の多様なニーズに対応し、組織の活性化を図っていくためには不可欠であり、意欲と

能力を有する女性従業員の管理職への登用を進めています。

　最後に、今年１月からスタートした取り組みをご紹介します。子供を育てる従業員にとっては仕事

の終わる時間が不明確であることが、働き続けるうえで、障壁となっているという声を耳にします。こ

うした声を踏まえ、「遅くとも19時までには仕事を終わりにして帰りましょう」といった運動を今年の

１月からはじめています。この運動は育児をする従業員のみならず、すべての従業員を対象としてい

ます。家族との交流や趣味、自己啓発などに充てる時間を増やすことで、プラ

イベートの充実を図り、仕事の生産性向上にもつなげていくことが目的です。

男性の育児への積極的な参加も期待される効果のひとつです。

　取り組みの効果が現れるのはこれからですが、こうした取り組みを通して、

従業員がこれまで以上にいきいきと働くことができる職場が実現できればと考

えています。


